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22. 今道祥二, 藤森浩彰, 中村 哲, 伊藤昌司, 栗原 宏明, 今堀良夫, 伊丹 純, 益谷美都子 : メラノーマ細胞株を用いた

細胞と移植腫瘍へのホウ素取り込み能による BNCT の至適化条件の検討. 第 13 回中性子捕捉療法学会抄録集 page 
117, 2016 

23. 佐々木由香, 藤森浩彰, 松野研司, 大川原 正, 入江徹美, 石川吉伸, 下山 達, 井上謙吾, 小泉史朗, 益谷美都子 : 新
規抗がん剤候補化合物 MO2455 に対する効果規定遺伝子の探索. 第 89 回日本生化学会大会 演題番号 3P-296, 2016 

24. 佐々木由香, 藤森浩彰, 小泉史明, 下山 達, 井上謙吾, 益谷美都子 : PARG を標的とした抗がん剤開発のための

PARG 機能阻害下における合成致死遺伝子の探索. 第 75 回日本癌学会学術総会 演題番号 P-2390, 2016 

25. 藤森浩彰, 佐々木由香, 村上康文, 小泉史明, 益谷美都子: Identification of the synthetic lethal gene to PARG dysfunction 
using inducible knockdown system. 第 75 回日本癌学会学術総会 演題番号 J-2042,  2016 

26. 今道祥二, 藤森浩彰, 岡本裕之, 栗原宏明, 今堀良夫, 益谷美都子 : ヒトメラノーマ細胞株を用いた BNCT モデルの

至適化. 第 75 回日本癌学会学術総会 演題番号 P-3302, 2016 

27. 三木俊一郎, 今道祥二, 藤森浩彰, 高橋雅道, 富山新太, 毎田佳子, 安川麻美, 松下裕子, 宮北康二, 大野 誠, 山本哲

哉, 松村 明, 増富健吉, 益谷美都子, 成田善孝, 市村幸一 : TERT を標的とした新規膠芽腫治療；エリブリンの放射

線増感効果. 第 34 回脳腫瘍学会抄録集 page 151, 演題番号 DP-026, 2016 

28. 益谷美都子 : 制がんにおける創薬標的としてのポリ ADP-リボシル化反応. 日本薬学会九州支部特別講演会, 2016 

29. 佐々木由香, 藤森浩彰, 松野研司, 大川原 正, 入江徹美, 石川吉伸, 下山 達, 井上謙吾, 小泉史朗, 益谷美都子 : 新
規抗がん剤候補化合物 MO2455 のバイオマーカーとなる効果規定遺伝子の探索. 第 39 回日本分子生物学会年会 演
題番号 1P-0632, 2016 

30. 益谷美都子, Junhui Wang, 佐々木由香, 小野寺貴恵, 藤森浩彰, 三木義男, 茂木 章 : DNA２本鎖切断修復のシグナリ

ング制御へのポリ ADP-リボシル化の関与. 第 39 回日本分子生物学会年会 シンポジウム 演題番号 3AS15-5, 2016 

31. 小野寺貴恵, 菊原颯太, 藤森浩彰, 佐々木由香, 今道祥二, 村上康文, 益谷美都子 : IL27RA の機能阻害による放射線

感受性の増感作用. 第 39 回日本分子生物学会年会 演題番号 2LBA-102, 2016 

32. 雪竹英治, 門脇知子, 内藤真理子, 庄子幹郎, 菊池有一郎, 中山浩次：Porphyromonas gingivalis における IX 型分泌機

構の調節メカニズムの解明. 第 89 回日本細菌学会総会 抄録集 P2-023, 2016 

33. 藤田和歌子, Gomes I, Gupta A, 植田弘師, Devi L: オピオイドによる MOPr-DOPr ヘテロ二量体シャペロン蛋白質 
RTP4 の発現制御. 次世代を担う創薬・医療薬理シンポジウム 2016 : プログラム・講演要旨集 P1, 2016 
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学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 11 1 3 29 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

岩永正子・教授 疾病障害認定審査会委員 厚生労働省 

岩永正子・教授 評議員 一般社団法人 日本血液学会 

岩永正子・教授 評議員 日本血液学会九州地方会 

岩永正子・教授 理事・学術広報委員・学術集会運営委員 一般社団法人 日本 HTLV-1 学会 

岩永正子・教授 疫学研究部顧問 財団法人 放射線影響研究所 

岩永正子・教授 疫学研究倫理審査委員会委員 公益財団法人 前立腺研究財団 

岩永正子・教授 運営委員 HTLV-1 感染者コホート共同研究班 (JSPFAD)  

岩永正子・教授 常設委員 特定非営利活動法人 日本成人白血病治療共同

研究支援機構 (JALSG)  

岩永正子・教授 Local Organizing Committees Member International Retrovirology Association (IRVA) 

益谷美都子・教授 評議員 日本癌学会 

益谷美都子・教授 幹事 日本中性子捕捉療法学会 

益谷美都子・教授 Editorial Board Member the Journal of Clinical Oncology & Research 

益谷美都子・教授 代議員 日本生化学会 

益谷美都子・教授 世話人 分子病理学研究会 

藤田和歌子・准教授 学術評議員 公益社団法人 日本薬理学会 

藤田和歌子・准教授 薬理系薬学部会若手世話人 公益社団法人 日本薬学会 

藤田和歌子・准教授 第 90 回日本薬理学会年会事務局長 公益社団法人 日本薬理学会 

藤田和歌子・准教授 
Fibromyalgia Research Symposium 2016 in 
Nagasaki Satellite symposium of 16th World 
Congress on Pain 事務局長 

International Association for the Study of Pain 
一般社団法人 線維筋痛症学会 

 

競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

岩永正子・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（B） 
ATL 発症危険因子の解明：HTLV-1 感染者長期追跡コホー

ト研究 

岩永正子・教授 日本学術振興会  代表 挑戦的萌芽 
原爆被ばくによる悪性リンパ腫発症リスク解明への新た

なアプローチ 

岩永正子・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(がん対策推進総合研究事業) 
HTLV-1 キャリアと ATL 患者の実態把握, リスク評価, 相
談支援体制整備と ATL/HTLV-1 感染症克服研究事業の適

正な運用に資する研究  

岩永正子・教授 日本医療研究開発機構  分担 日本医療研究開発機構委託研究開発研究費(新興・再興感

染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業) 
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HTLV-1 疫学研究及び検査法の標準化に関する研究 

岩永正子・教授 日本医療研究開発機構 
 

分担 日本医療研究開発機構委託研究開発費（難治性疾患実用化

研究事業) 
HTLV-1 陽性難治性疾患の診療の質を高めるためのエビ

デンス構築  

益谷美都子 
・教授 

日本医療研究開発機構

(革新的がん医療実用化

研究事業) 

代表 難治性固形がんに有効な PARG 阻害剤の実用化研究(新規

PARG 阻害剤の開発) 

益谷美都子 
・教授 

日本医療研究開発機構

(革新的がん医療実用化

研究事業) 

分担 HER2 陰性の進行胃癌患者を対象とする DCS 療法の効果

予測因子候補の抗体の作成と検証 

益谷美都子 
・教授 

日本医療研究開発機構

(革新的がん医療実用化

研究事業) 

分担 進行小児固形腫瘍に対するオラパリブを用いた治療法開

発 

益谷美都子 
・教授 

日本学術振興会 代表 挑戦的萌芽: 包括的手法によるがん治療の新規放射線増

感法の研究 

益谷美都子 
・教授 

国立がん研究センター 

がん研究開発費 
分担 BNCTの生物学的効果と至適化の研究 

益谷美都子 
・教授 

長崎大学第三期中期目

標・中期計画における重

点研究課題 

分担 個別がん医療のトランスレーショナル・リサーチ実践を目

指した基盤構築 

門脇知子 
・准教授 

日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
エンド・リソソーム性タンパク質分解の破綻による慢性炎

症増悪メカニズムの解明 

門脇知子 
・准教授 

日本学術振興会 分担 挑戦的萌芽研究 
歯周病細菌による肝臓内侵入・定着機構のバイオイメージ
ングを用いた解析 

門脇知子 
・准教授 

日本学術振興会 分担 挑戦的萌芽研究 
IX 型分泌システムの二つの異なる制御系によるカスケー
ド調節の解明 

藤田和歌子 
・准教授 

日本学術振興会 代表 若手研究(B): RTP4-μδ ヘテロ二量体相互作用を標的とし
た新しい疼痛治療法の開発 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

益谷美都子 
・教授 

新規抗がん薬 2016 年 
10 月 27 日 

 PCT/JP2016/004733 

益谷美都子 
・教授 

ポリフェノール化合物 2013 年 
2 月 12 日 

 特願 2013－24067 

益谷美都子 
・教授 

ポリ(ADP-リボース)代謝のバイオマーカーと

してのリボシルアデノシン及びリボシルイノ

シン 

2005 年 
3 月 2 日 

2011 年 
1 月 24 日 

特許 4724810 号 

益谷美都子 
・教授 

肝臓における異所性骨及び／または骨髄の形

成誘導方法 
2002 年 
8 月 1 日 

2009 年 
1 月 23 日 

特許 4247342 号 
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その他 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

岩永正子・教授 【生涯教育シリーズ】

HTLV-1 感染症 
長崎市医師会報  2016 年 

6 月 01 日 
長崎市医師会会員に向けて、HTLV-1 感

染症の国内外の疫学動向・最新知見につ

いて概説した。 

岩永正子・教授 全国 HTLV-1 水平感染

者数の推定 
国立感染症研究所

ホームページ研究

情報、 
日本 HTLV-1 学会

ニュースレター 

2016 年 
 9 月 07 日 
11 月 18 日 

国立感染症研究所・東京大学・日本赤十

字社・長崎大学の共同研究として、これ

まで不明であった日本における新規

HTLV-1 感染の実態を初めて明らかにし

た。 

 
○特筆すべき事項 
①長崎大学ダイバーシティー推進センター女性研究者支援部門委員・ワークライフバランス推進部門委員・広報・啓発

推進部門委員として学部生・大学院生・女性研究者の支援・各種講演 (岩永・益谷・門脇・藤田) 

②長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 革新的ながん治療・予防研究ユニットリーダー (益谷) 

③国立がんセンター研究所において特任分野長として研究員・大学院生の研究指導 (益谷) 
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	1. Gomes I, Ayoub MA, Fujita W, Jaeger WC, Pfleger KDG, Devi LA: G Protein-Coupled Receptor Heteromers. Annual Review of Pharmacology and Toxicology 56:403-425, 2016 (IF: 18.365)

